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［特集］ 

海外の哲学プラクティス 

 

巻頭言  
 

 『思考と対話』は、今号（第 8 号）より、新たに「特集」をスタートさせます。  

 これまで本誌では、一部の「書評」および「大会報告」を除き、原則として、審査（査
読）を通過した投稿原稿のみを掲載する形で誌面を構成してきました。今期（第 4 期）の
編集委員会では、こうした現状をめぐって、次のような議論が提起されました。すなわち、
哲学プラクティスに関連して本誌の読者の多くが共通して関心を抱いているテーマや、哲
学プラクティス全体に関わり、議論を深めるべき問題については、本誌が多様な見解を積
極的に取り上げることで読者の関心をより一層高め、国内外の議論をリードする役割を果
たすべきではないか、というものです。  

こうした議論を踏まえて、従来の原稿区分に加えて、新たに「特集」のカテゴリーを設
けることにしました。編集委員会の企画立案の下でテーマを設定し、寄稿を依頼すること
で、テーマに関連する情報を提供するとともに、多様な議論を喚起することを目的として
います。  

 第 1 回となる今回は、「海外の哲学プラクティス」を特集テーマに設定しました。これま
で本誌では、国内で取り組まれた哲学プラクティスに関する原稿を数多く掲載してきまし
た。また、そうした国内の哲学プラクティスを考察する際に、海外の哲学プラクティス研
究における理論的枠組みが参照されることもしばしばありました。その一方で、海外で取
り組まれている哲学プラクティスの現場それ自体を紹介し、考察した原稿は少数に留まっ
ていました。さらに、それらで取り上げられていた海外の現場には、地域的に一定の偏り
が見られました。そこで本特集では、こうした現状を踏まえ、これまで日本ではあまり紹
介されてこなかった地域の事例も含めて、海外の哲学プラクティスの現場に焦点を合わせ
ることにしました。海外の現場を実際に訪問した数名の識者に原稿を依頼し、投稿原稿と
しては作成されにくい「報告記録」という形式を通して、海外における哲学プラクティス
の現場を、本誌の読者に目の当たりにしていただくことを試みています。  

 「特集」は、次号以降も継続して企画していく予定です。今号は依頼原稿のみで構成さ
れていますが、今後は「特集」のテーマに関連する投稿原稿を募集することも検討してい
ます。本誌が、哲学プラクティスに関連する重要なテーマについて自由に議論を交わすこ
とのできるプラットフォームとしても機能するよう、編集委員会で引き続き検討を重ねて
まいります。  

今後とも、『思考と対話』の「特集」にご注目いただけましたら幸いです。  
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